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はじめに
　脳神経疾患は生命を左右する重篤な疾患であると共
に、多様な神経症状を伴い、回復には長期間を要する
疾患である。
　当病棟では、術前術後などの急性期患者の他に、意
識障害や機能障害に対してのリハビリ段階にある慢性
期患者も多い。慢性期患者は長期入院になる例が多い
が入院という枠の中で変化のない生活を送っているの
が現状であろう。・
　今回、慢性期患者を対象にお花見を実施した。変化
のない生活の中で少しでも季節感を味わってもらえる
ことを目標に、家族やスタッフから協力を頂いた。そ
の後、患者・家族・スタッフにアンケート調査を行い
慢性期患者の看護について考察したので、ここに報告
する。
2．研究方法
　1）お花見
　　　実施　平成5年4月3日（土）
　事前にアンケート（表1参照）にて目的を説明し、
患者。家族より参加者を募る。
　　　参加国　患者　8人　家族　10人
　　　　　　　医師　7人看護婦10人
　当日は医師、看護婦（日勤者）に協力してもらい、
処置・保清など早めに行い、10時30分より新宿中央公
園にて実施する。
　2）アンケート
　（D　　お花見について
　　実施期間、平成5年4月5日～4月12日
　　対象、参加患者・家族　8人　看護婦　10人
　（2）　慢性期患者の看護について
　　実施期間、平成5年6月25日～7月5日
　　対象、看護婦　29人
3．結果及び考察
　今回、院外への団体での外出という試みは、当病棟
でもはじめてのものであった。そのため、準備段階で
医師や婦長、スタッフと数回話し合いを持ち、対象患
者の選定・時間配分、安全な道順、スタッフそれぞれ
の役割などを決め当日に臨んだ。当日は家族の協力も
あり、また患者1人に対しスタッフが1～2名で一緒
に行動できるようにしたため、安全に進行することが
できた。帰院後も患者の身体的状態に異変なく、無事
に終了した。
　お花見後、アンケートを実施した。（表2～3参照）
その中で家族から「私服で共に外出でき、新しい理解
が生れた。」という意見があった。日野原らは「脳神
経疾患患者の看護に求められるものは、救急・救命時
に対応できるよう、専門的看護技術を身につけるとと
もに、患者、家族、医療チームとの良い人間関係を保
ったあのチームワーク技術、コミュニケーション技術、
カウンセリング技術が必要である。」と述べている。
　家族からの新しい理解という言葉は、病院の中とは
違った環境でコミュニケーションがとれたことをさし
ていると考えられる。そのことについてとても良かっ
たと答えてくれたことは、良い人間関係を築くことに
つながったのではないだろうか。日頃急性期の患者に
目がいきがちであるが、慢性期の患者とのコミュニケ
ーションーつとして今回の試みは有効であったと考え
られる。
　また、スタッフからの意見では、　「医師や看護婦が
共に協力でき、良かった。」という意見があった。ひ
とつのことを協力しあい患者に提供できたことは、前
述した日野原らの言葉の中のチームワーク技術につな
がるものと考える。
　季節感を味わうことができるという目標が達成でき
たかという判断は難しい。だが、患者が病室とは違っ
た晴れやかな表情であったこと、私たちスタッフが充
実感を感じたことは事実である。
　お花見後、期間をおいて看護婦個人の慢性期患者の
看護についての意見をアンケートにより調査した。
　日高は「肉親に対する気持で、看護をしていきたい」
と述べている。その言葉に家族的な看護というものを
連想し、個人的な意見ではあるが、アンケート上で
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「家族的な看護とは」とスタッフに投げ掛けてみた。
結果としては、看護婦それぞれの個人的な意見のため
省略する。
　慢性期の看護に対しては、身体的ケアーを重んじる
意見もあれば精神的ケアーについて考えている意見も
あった。それは看護婦それぞれの看護観の違いであろ
う。慢性期患者に限らず、患者には身体的問題、精神
的問題など、いろいろな問題を抱えているものである。
その患者の身体的側面からみた看護、精神的側面から
みた看護と看護婦1人1人がその患者に提供しようと
する看護はさまざまである。それを看護婦同志が共有
できるような場が必要ではないだろうか。お互いの看
護観を知り、自分の看護観を深め、患者によりよいケ
アが提供できるようにしていきたい。
今後の課題としては、看護婦個人の看護観を深められ
る様な意見交換の場をどうしたら持てるかを考え、今
後の看護に生かしていきたい。慢性期患者に対し、ど
んなケアーを行っていくか。お花見の様な行事をそう
何度も行えるわけではない。日常のケアーをよりよい
ものにしていくために看護婦間でもコミュニケーショ
ンをとっていくことが必要であろう。
4．おわりに
　近年、患者のrQuality　of　Life」というものが叫
ばれている。毎日、病室の中で変化もなく過ごすこと
の多い慢性期患者への看護を充実させるには、日々の
仕事は忙しすぎるのかもしれない。だが今回、お花見
を行うことができたのは、何か患者さんにしてあげた
いという気持ちがスタッフの中にあったためではない
だろうか。その気持を忘れずに今後もケアを提供でき
るようにしていきたい。
　最後になりましたが、お花見に参加して下さった患
者さん。御家族、協力して下さった脳外科医師の皆様、
13東の看護婦の皆様に感謝いたします。
表1
患者さん・御家族の方々へ
　温かい春の陽射しに誘われて、桜もほころぶ季節となりま
した。今回、13階東病棟では、なかなか外出・外泊のむずか
しい患者さんを中心に脳外科の患者さんとお花見を兼ねた中
央公園へのお散歩を計画しています。御家族もご一緒に、参
加して頂けるよう、よろしくお願い致します。
日時・4月3日（土）　10時30分～12時00分
　　　　（雨天中止・また、気温が低かったり、風の強
　　　　い場合は中止とします。）
場所・新宿中央公園
お願い
　このお花見会を通して、患者さんに季節感をあじわってい
ただき、また、患者さんや御家族と13東スタッフとの交流を
深めることができればと思っています。安全第一に、当日は
医師・看護婦10数名でお手伝いさせて頂き、緊急時の対処
や、道順なども考慮しております。
　車イスの患者さんは、御家族同伴を原則とさせて頂きたい
のですが、当日、都合のつかない場合、患者さんだけでも参
加の許可を頂けましたら、スタッフとともに出掛けたいと思
っています。
　ご自分で歩ける患者さんは、お一人の参加でもちろんかま
いません。
　尚、参加していただける御家族は、当日10時までに病棟へ
いらして下さい。特に飲食物は用意せず、散歩を中心とさせ
て頂きます。
　参加を希望して頂いた患者さんが、当日、発熱など体調の
悪い場合は適宜、不参加とさせて頂きます。また、帰院後も
検温させて頂きます。
　御家族の御協力を頂いて、楽しい会が行えますよう、お願
い申し上げます。
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表2
お花見アンケート集計
患者・家族より
　　　参加人数・患者8人・家族10人
　　　アンケート回収率・約63％
回答内容
〈1＞日時について
　　　　土曜日の午前中という設定はどうだったか
　　　　　良い80％・悪い0％・どちらともいえない20％
　　　意見　＊その後のスケジゴルに余裕があっていい1人
〈2＞道順について
　　　　公園への行き帰り、公園内での道順はどうだった
　　　　か
　　　　　良い80％・悪い0％・どちらともいえない20％
　　　意見　＊車があまり来ないので安心1人
＜3＞スタッフの人数について
　　　　Dr・Nsの人数はどうだったか
　　　　　良い100％・悪い0％・どちらともいえない0％
　　　意見＊多すぎるくらいで安心1人
〈4＞公園内での過ごし方について
　　　　写真撮影以外になにか行った方がよかったか
　　　意見　＊病人のお花見なので飲み食いなしでいい1人
　　　　　　＊写真撮影は本当に良かった1人
　　　　　　＊場所・散策時間とも十分だった1人
＜5＞意見・感想
　　　　　　＊先生・看護婦さんには心から感謝致します。
　　　　　　　皆様と親密になり、良い企画だと思います。
　　　　　　＊スタッフの皆様にはご苦労かけましたが、患
　　　　　　　者は気持ち良く楽しそうに、家族の方々もと
　　　　　　　ても明るい気分になりました。
　　　　　　＊私服で共に外出する事ができ、それぞれ新た
　　　　　　　な理解が生まれた事が大変良かったと思い
　　　　　　　ます。
　　　　　　　深く感謝申し上げます。
　　　　　　＊皆様のおかげで楽しいひとときを過ごさせて
　　　　　　頂きありがとうございました。
　　　　　　＊とても良い企画でした。本人も気分が晴れた
　　　　　　　ようでした。ありがどうございました。
表3
お花見アンケート集計
参加スタッフより
　　　参加人数・Dr　6人・NslO人
　　　アンケート回収率・Nsのみ100％
回答内容
〈1＞日時について
　　　　土曜日の午前中という設定はどうだったか
　　　　　良い90％・悪い0％・どちらともいえない10％
　　　意見　＊混雑しなくて良かった1人
　　　　　　＊午後だと人出も多くお酒をのんでいる人もい
　　　　　　　るが午前中はそのようなこともなく安全で雰
　　　　　　　囲気が良い1人
　　　　　　＊検査などが考慮しやすい
〈2＞道順について
　　　　公園への行き帰り、公園内での道順はどうだったか
　　　　　良い70％・悪い0％・どちらともいえない20％
　　　　　無解答10％
　　　意見　＊車通り、人が少なく良かった1人
　　　　　　＊公園内の道順は公園に行ってから変更し、よ
　　　　　　　り広く散歩でき、人数もそろっていたので変
　　　　　　　更したコースで良かった1人
　　　　　　＊良かったと思うが予定外の順路となり、事前
　　　　　　　にもう少し検討すれば良かった1人
　　　　　　＊病院とヒルトンの間の横断は危ない1人
〈3＞スタッフの人数について
　　　　Dr・Nsの人数はどうだったか
　　　　　良い80％・悪い0％・どちらともいえない20％
　　　意見　＊1人患者にスタッフ2人位の割合で良かった2人
　　　　　　＊Drが大勢来てくださって、私たちも心強かっ
　　　　　　　たし、患者・家族も「先生が車イスを押して
　　　　　　　くれた」と言って喜んでくれて良かった2人
　　　　　　＊人数は多い方がよりいい
く4＞公園内での過ごし方について
　　　　写真撮影以外になにか行った方がよかったか
　　　意見　＊誤飲などを考えると散歩・写真だけでいい
　　　　　　＊移動に時間がかかるため、またこれ以上時間
　　　　　　　をかけると患者への負担が増えると思うので
　　　　　　　これで良かった
　　　　　　＊できれば飲食もどうかと思うが今回はこれで
　　　　　　　ちょうど良かった
　　　　　　＊何とは浮かばないが他になにか行ってもいい
　　　　　　　のでは
く5＞意見・感想
　　　　　　＊患者にとっても私たちにとっても、またスタ
　　　　　　　ッフで一つのことを行うことは大変良かった
　　　　　　＊安全・スムーズに実行でき良かった
　　　　　　　患者・家族も楽しんでいた様であり、一緒に
　　　　　　　桜を見、季節感を共感でき楽しかった
　　　　　　＊他病棟・他部門からも良い企画ですねなど感
　　　　　　想があり周囲にも良い影響を与えたと思う
　　　　　　＊患者・家族もとても喜んでくれたのでやって
　　　　　　　良かった
　　　　　　＊天気も良く、患者にとって良い気分転換につ
　　　　　　　ながつた
一　121　一
